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              ∂σ   ∂2σ   ∂σ∂σ   ∂3σ       児＝Coδ十C1一十C2工    十C22一一十C31      ＋              ∂X   ∂X∂X   ∂X．∂X    ∂X∂X∂X
の形に表わされる．C。，C、頂は通常の乱流粘性モデルであり，C。以上の頂はその修正を意味している．
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の一つと見なせることに注意する．特にMam－Whitney型については舳二力．ゴ十カ．（土。、〕である．今，
Pitmanタイプの対立仮説の列，









               「社会階層意識」をめぐって
                                   坂 元 慶 行
 「日本人の国民性」研究の今後の展開のためには，単に価値観の変化を捉えるだけでなく，経済感覚や
経済的・社会的地位に関する指標を補充し，これらの指標と価値観との相互依存関係の動態分析を実現
することが重要である．そこで，昭和60年度以来，所内外の既存の調査データを収集し，態度・価値観
の分析に有効で，かつ，調査可能た指標項目を選定するための基礎作業を行なってきた．昨年度は，首
都圏30km圏内における2組のパネル調査データを用いて，指標項目の候補をr回答の安定性」という
面から検討し，（1）最近の調査環境の悪化にもかかわらず，年収，貯蓄総額，月間生活費等，経済に関す
る事実的な指標の「安定度」が抜群であること，（2）rくらしむきに対する満足度」，「収入は世間並み以
